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ホテルオークラでの実務経験を活かし、㈱船井総合研究所では

11 年間経営コンサルタントとして活躍。コンサルタントとし

て豊かな経験を持ち、開発、M&A、デューディリジェンス、

マーケティング戦略、マネジメント戦略とホテルのあらゆるテ

ーマに対応でき、その実績・顧客満足度もピカイチである。特

に宿泊特化型ホテルでは専門コンサルタントとして国内唯一

の存在で業界内でも知名度は高い。その領域はコンサルタント

にとどまらず、独立系ホテルのネットワークづくりを目指し、

㈱フロンティアを設立。
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1965 年 兵庫県生まれ。

ホテル業界最前線 レポート

Copyright(C)2010 FrontierConsulting Co.,ltd. All rights reserved No.1

「
２
０
０
９
年
５
月
の
レ
ポ
ー
ト
」
で
予
見
し
た
通
り
、

業
界
を
支
え
て
き
た
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」「
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
」

が
一
気
に
沈
静
化
し
、
ホ
テ
ル
業
界
は
淘
汰
と
再
編
の
時

代
に
突
入
し
た
。
一
方
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は
前
期

比
１
５
％
増
、
構
成
比
５
０
％
に
達
し
つ
つ
あ
る
。「
ビ
ジ

ネ
ス
需
要
」
の
変
化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ー
プ

ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
化
で
日
本
的
ホ
テ
ル
業
態
「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
」
は
い
ま
ま
さ
に
終
焉
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
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金金
融融
危危
機機
のの
影影
響響

２
０
１
０
年
２
月
頃
か
ら
東
京
・
大
阪
な
ど
の
大
都

市
部
で
は
よ
う
や
く
薄
日
が
差
し
始
め
、
客
室
稼
働

率
は
回
復
傾
向
を
示
し
は
じ
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

客
室
単
価
の
面
で
は
金
融
危
機
以
前
の
水
準
ま
で
回

復
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
地
方
都
市
に
お
い
て

は
客
室
稼
働
率
に
つ
い
て
も
改
善
し
て
い
る
と
は
い

え
ず
、
危
機
的
状
況
は
脱
し
て
い
な
い
。

今
回
の
金
融
危
機
で
我
々
が
悟
っ
た
こ
と
は
「
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
神
話
の
崩
壊
」
で
あ
る
。
か
っ
て
「
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
景
気
の
変
動
に
強
い
業
態
」
と
い

わ
れ
て
き
た
。
確
か
に
景
気
の
変
動
に
よ
り
稼
働
率

が
多
少
下
落
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
客
室
単
価
が
今

回
の
よ
う
に
２
０
～
３
０
％
も
下
落
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
の
大
量
出
店
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
拡
大
が
業
界
を
大
き
く
変
え
て
し

ま
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
に
特

化
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
り
低
価
格
な
宿
泊
を
提

供
し
て
こ
ら
れ
た
。
だ
が
、
供
給
は
増
え
宿
泊
需
要

が
伸
び
な
い
現
状
で
は
大
き
な
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

ビビ
ジジ
ネネ
スス
ホホ
テテ
ルル
のの
終終
焉焉

と
こ
ろ
で
「B
us
i
n
e
s
s

H
ot
e
l

」
と
い
う
言
葉
は
欧

米
人
に
通
じ
る
だ
ろ
う
か
？
答
え
は
ノ
ー
で
あ
る
。

「B
u
s
i
ne
s
s

H
o
t
e
l

」
は
和
製
英
語
で
あ
り
、
日
本

特
有
の
ホ
テ
ル
業
態
だ
か
ら
で
あ
る
。「Ci

t
y
H
ot
e
l

」

と
い
う
言
葉
も
同
様
で
あ
る
。

海
外
で
い
え
ば
「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
」
は
「E

co
n
o
m
y
Ho
t
el

」

「B
u
d
g
e
t
H
o
t
e
l

」
が
も
っ
と
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

本
質
的
な
違
い
あ
る
。

そ
れ
は
「Ec

o
n
o
m
y
H
o
t
e
l

」
「B

u
d
g
et

H
o
t
el

」
は
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
だ
け
を
対
象
顧
客
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ

と
で
あ
る
。
欧
米
の
ホ
テ
ル
で
は
「
シ
ン
グ
ル
」
「
ツ
イ

ン
」
と
い
っ
た
客
室
呼
称
を
用
い
な
い
。
「
１
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
」
「
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
」
と
い
う
の
が
一
般
的
な
呼

称
で
あ
る
。
「
シ
ン
グ
ル
＝
１
人
利
用
」
「
ツ
イ
ン
・
ダ

ブ
ル
＝
２
人
利
用
」
を
連
想
さ
せ
る
が
、
海
外
で
は
１
人

利
用
を
前
提
と
し
た
部
屋
タ
イ
プ
は
存
在
し
な
い
。
す
べ

て
「
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
」
の
シ
ン
グ
ル
ユ
ー
ズ
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
実
際
の
客
室
面
積
の
広
さ
は
か
な
り
違
う
も

の
の
、
そ
の
考
え
方
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

話
を
戻
す
が
、
日
本
で
は
な
ぜ
「C

i
ty

H
o
t
e
l

」「Bu
s
i
n
es
s

H
o
t
e
l

」
と
い
う
特
有
の
業
態
が
成
り
立
っ
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
「
販
売
経
路
」
の
違
い
に
一
因
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
以
前
は
政
策
的
な
半
官
半
民
組

織
で
あ
る
日
本
交
通
公
社
（
現
ジ
ェ
ー
テ
ィ
ー
ビ
ー
）
を

は
じ
め
数
社
の
旅
行
代
理
店
が
そ
の
絶
大
な
販
売
力
を
盾

に
観
光
需
要
を
独
占
し
て
き
た
。
そ
れ
と
結
び
つ
き
客
室

販
売
を
し
て
き
た
の
が
「Cit

y
H
o
t
e
l

」
で
あ
る
。
一
方
、

「B
u
s
i
n
e
ss

H
o
t
el

」
は
旅
行
代
理
店
と
の
取
引
を
嫌
い
、

顧
客
か
ら
の
直
予
約
を
主
眼
に
お
い
て
き
た
。
そ
の
結
果

と
し
て
旅
行
代
理
店
を
通
さ
な
い
出
張
客
が
主
な
顧
客
と

な
っ
た
。
海
外
で
は
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
が
そ
の
販
売
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
使
い
市
場
を
自
ら
握
っ
て
き
た
と
い
う
歴
史

的
な
違
い
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
違

い
が
「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
」「
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
」
を
分
け
て

き
た
の
で
あ
る
。

１
９
９
６
年
「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」
が
事
業
開
始
し
た
こ

と
が
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
始
ま
り
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は
こ
の
十
四
年
間
で
大
き

な
進
化
を
遂
げ
、
宿
泊
予
約
の
４
０
～
５
０
％
に
達
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
５
年
ほ
ど
前
ま
で
は
「
楽
天
ト
ラ

ベ
ル
」
は
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
に
強
く
、
「
じ
ゃ
ら
ん
」
は

観
光
・
カ
ッ
プ
ル
需
要
に
、「
一
休
」
は
高
級
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
強
い
と
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
イ
ト
に
顧
客
層
の
違

い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
寡
占
化
と
と
も
に

そ
の
違
い
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
・
カ
ッ
プ
ル
と
い
っ
た
客

層
に
特
化
す
る
こ
と
な
く
、「
航
空
券
・
高
速
バ
ス
・

レ
ン
タ
カ
ー
予
約
」
な
ど
を
付
加
し
総
合
化
す
る
こ
と

で
シ
ェ
ア
拡
大
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
進
展
に
伴
い
「
ビ

ジ
ネ
ス
需
要
」
「
観
光
需
要
」
と
い
う
壁
が
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
」
に

も
カ
ッ
プ
ル
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
客
が
宿
泊
す
る
よ
う
に

な
り
始
め
た
。
大
阪
・
福
岡
等
の
大
都
市
部
で
は
平
日

よ
り
も
む
し
ろ
週
末
が
客
室
稼
動
を
引
き
上
げ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
金
融
危
機
の
中
で
も
週
末

稼
動
だ
け
は
堅
調
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
う
す
で
に

「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
」
だ
け
で
存
続
で
き
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
と

い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
多
く
が
従
来
の
施
設
・
サ
ー
ビ

ス
・
商
品
づ
く
り
の
ま
ま
で
あ
り
、
脱
「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
」
が
果
た
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
態
で
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あ
る
。

脱脱
「「
ビビ
ジジ
ネネ
スス
ホホ
テテ
ルル
」」
へへ
のの
道道

前
述
し
て
き
た
通
り
、「
客
層
・
利
用
動
機
別
の
ホ
テ

ル
づ
く
り
」
か
ら
「
価
格
帯
・
機
能
別
の
ホ
テ
ル
づ

く
り
」
へ
時
代
は
大
き
く
動
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
で
ハ
ー
ド
の
商
品
づ
く
り
、
つ
ま
り
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
も
含
め
た
部
屋
タ
イ
プ
の
変
更
、
客
室

機
能
の
強
化
と
、
ソ
フ
ト
の
商
品
づ
く
り
、
つ
ま
り

宿
泊
プ
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
商
品
化
の

両
面
か
ら
考
え
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
ー
ド
の
変
更
に
は
多
額
の
投
資
が
伴
う
た
め
、
一

朝
一
夕
で
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
す
で
に
そ

の
動
き
は
出
始
め
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
の
「
ス

ー
パ
ー
ル
ー
ム
」
や
チ
サ
ン
イ
ン
の
「
ロ
フ
ト
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
」
な
ど
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ

の
対
応
へ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
カ
ッ
プ
ル

プ
ラ
ン
の
一
般
化
に
伴
い
ベ
ッ
ド
サ
イ
ズ
を
１
４
０

０
ｍ
ｍ
幅
に
変
更
を
急
ぐ
ホ
テ
ル
も
増
え
て
い
る
。

ソ
フ
ト
の
商
品
づ
く
り
に
も
動
き
が
出
て
い
る
。
多

く
の
ホ
テ
ル
で
は
部
屋
定
員
に
よ
り
プ
ラ
ン
人
数
を

決
め
て
し
ま
う
た
め
、
シ
ン
グ
ル
主
体
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
で
は
１
名
利
用
の
宿
泊
プ
ラ
ン
に
偏
り
が
ち

で
あ
る
。「
カ
ッ
プ
ル
プ
ラ
ン
」
は
そ
れ
を
打
破
す
る

画
期
的
な
宿
泊
商
品
で
あ
っ
た
が
、
せ
い
ぜ
い
２
名

利
用
が
限
界
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
３
～

４
名
の
利
用
と
な
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
需
要
や
小
グ
ル
ー

プ
へ
の
提
案
が
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
最
近
、

「
セ
ミ
ダ
ブ
ル
×
２
部
屋
」
な
る
宿
泊
プ
ラ
ン
を
見

か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
隣
室
の
セ

ミ
ダ
ブ
ル
２
部
屋
を
セ
ッ
ト
と
し
、
定
員
４
名
ま
で

の
対
応
を
可
能
と
す
る
商
品
づ
く
り
で
あ
る
。
こ
の

プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
い
る
ホ
テ
ル
で
は
月
２
０
～
３

０
件
の
予
約
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま

さ
に
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
発

想
の
転
換
、
脱
「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
」
へ
の
意
識
が

ソ
フ
ト
の
商
品
づ
く
り
に
は
不
可
欠
と
い
え
よ
う
。

再再
編編
すす
るる
ホホ
テテ
ルル
業業
界界
２２

こ
の
１
年
間
で
ホ
テ
ル
の
廃
業
、
オ
ー
ナ
ー
チ
ェ
ン

ジ
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ス
イ
ッ
チ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

き
た
。
現
在
も
こ
の
傾
向
に
変
わ
り
は
な
い
。
昨
年

予
測
し
た
通
り
の
業
界
再
編
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
商
品
力
・
Ｉ
Ｔ
対
応
力
の
劣
る
独

立
系
ホ
テ
ル
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
予
約
が
５
０
％
を
超
え
よ
う
す
る
中
、
顧

客
共
有
化
や
共
通
ポ
イ
ン
ト
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
そ
の
差
を
生
ん
で
い
る
。

一
方
で
今
年
は
「
ベ
ス
ト
レ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
（
最

安
値
保
証
）」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
そ
う
で

あ
る
。
大
手
チ
ェ
ー
ン
は
こ
ぞ
っ
て
自
社
Ｈ
Ｐ
に
最

安
値
保
証
宣
言
を
行
い
、
脱
「
ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
」
を
進
め
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
業
界

再
編
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
本
年
は

脱
「
ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
に
向
け
た
「
ホ
テ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
」
元
年
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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新時代スタンダードに向けた

新「宿泊特化型ホテル」を目指そう！

レポートでもお伝えしたようにホテル業界は『本格的な淘汰の時代』に入りました。いまこそ、

脱「ビジネスホテル」を目指さねばなりません。また、増え続けるエージェント手数料をどう思い

ますか？景気回復に向かおうとしている今だから、脱「ネットエージェント」を真剣に考えていか

なくてはならないのではないでしょうか。

２０１０年のセミナーでは「ビジネスホテルの終焉、新時代の幕開け」をテーマに来る

べき新時代へのスタンダードを提案していきます。これからセミナーの内容のほんの一部を紹介します。

１．ホテルオーナーズ倶楽部.合同「お客様アンケート‘2010」速報

3 回目を迎えた「お客様アンケート」では、お客様の意識が金融危機を経ていかに変わってきたか。ホテル

に何を望んでいるのかを解き明かすヒントを与えてくれます。

２．脱「ビジネスホテル」のためのリニューアル戦略

脱「ビジネスホテル」を目指すには、限られた客室スペースをいかに活用して定員数を増やし、２～３名対

応できる客室に生まれ変わらせるかがカギとなります。しかも、限られた予算の中でデザイン、機能性も

充実させるつつ、効果的なリニューアルを行わなければなりません。2010 年 2 月、１室あたり 50

万円のコストをかけて

『グローバルホテル』は

全館リニューアル されま

した。

客室面積の広さを活かし、定員数を

４８名から８９名に倍増させ、

これまで不得手であったスポーツ

団体やファミリー・観光客への対応
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コラム「2010 年に提言したいこと」

を可能としました。同時に１-２-３料金システムを採用し、料金体系をシンプルにするととも

に、激化する価格競争にも対抗できる経営体質も改装と同時に実現しました。

３．脱「ビジネスホテル」のための商品化戦略

シングル主体のビジネスホテルであるが故、ビジネスユーザー向けの商品・サービス

に偏りがちになります。加熱するマーケットのなかで商品戦略（マーチャンダイジン

グ）としてプラン・サービス作りを再構築していかねばなりません。また、レポートでも

述べてきたとおり、お客様はビジネスホテルとは思っていません。新時代のスタンダードに対

応する「宿泊プランの作り方」を本セミナーでは初公開いたします。シングルだけでもファミ

リー、小グループにも受け入れられるプラン作りなどを分かりやすくお伝えしていきます。

４．地域一番店を目指すイールドマネジメントⅡ

インターネット予約が５０％を超えようとする中、イールドマネジメントはますます重要なノウハウとなりつつ

あります。しかしながら、多くの場合イールドマネジメントに対して間違えた考え方となっているようです。

「イールドマネジメントを導入すると安売りになってしまう」というのは間違えで

す。それは「それを行う人が安売り思考だから」に過ぎません。昨年一年間で多くのホテ

ル様へ導入指導をしてきましたが、そこで得られた答えは、「イールドマネジメントは販売・

予約戦略を映す鏡」だということ

でした。「イールドマネジメントの導入のポ

イント」と「担当者で違うブッキングカーブの

なぜ？」、「団体予約に潜む稼働率低迷の

罠」など、現場で得た具体的な事例を本セ

ミナーでは詳しくお伝えしていきます。
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さて、このレポートをここまで読んでいただいている経営者様は、

「確かに一理あるな」、「やはり、現状を打破するには何か考えないといけないな」 或いは、

「実は、危機感は持っているのだが、どうすればよいか分からなかった？」

と感じられているのではないでしょうか。

そんな経営者様だけに、お伝えしたい特別なお知らせがあります。

ホテル様に限定した、「生き残り対策」に特化したセミナーを開催します。我々が、北は北海道から南は沖

縄まで、全国の支援先（１６０ホテル）と構築してきたノウハウの集大成版を公開いたします。内容は、全

て日々お付き合いさせていただいている現場の事例、またそこから導いたルールばかりです。本誌でご紹

介させていただいた事例はほんの一例です。シングルでもできる「３名以上の宿泊プランづくり」、「ベスト

レイトギャランティ宣言」等、明日からでもすぐに使える事例を他にも満載しております。

今回のセミナーは、一般的な講演会のように２００名もの会場でやる類のものではない、と考えておりま

す。そのため、ご用意できるお席は、３０席のみです。

また、このテーマでのセミナーは、これが最初で最後となります。現実的に、１６０ホテルのクライアントを

抱え、日程を調整するのが極めて難しく、年１回が精一杯なのです。

我々としては、志のあるホテル経営者の方々に是非、幸せになっていただきたいと望んでいます。是非、

この機会にセミナーにご参加いただき、大競争時代に勝ち残るネットワークを作りましょう。

株式会社 フロンティア 代表取締役社長 渡邉大祐

追伸 実質的にお席の確保がお約束できるのは１０日ほどです。「あとで考えよう」とＤＭを机の上にお

いたとたん、１０日間はアッという間に過ぎてしまいます。今すぐ手帳を開けてスケジュールを確保し、同

封のＦＡＸをお送りください。

セミナーへのお誘い
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